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4月 4日

斉 藤  三  郎 (群 馬大工 )onthe prOduct of twcD szegb kernel functiOns

Gを 平面上あ regular rιgion,]嗜
イ
(G)と食(z,こ)を G上 の Szeg6空 間と Szegё核とする.

襲 ζ帯 思 111■ :曇戦 l:三 gttGバ

° 2に 属 )飲 吻 皮 の直積Ⅱ=

。Fpが Hに 属する完全条件はρの analytic

Hardy族
■

G)へ の射影がGの Ber卿餞n空 間に属することで, これはGxGの 対角線に沿って零

となるⅡの部分空間馬 のHに おける画交補空間〔L〕
上

にFpが属する条件と同一である.

定理2.聾 意のf∈〔馬〕+は唯1つに定まるR(G)関数hiこょって, f(zl,z2)=(1/2π)∫∂G
h(ζ)dζ金(ζ,71)会([9乙 )dζ/idw(ζ ,t)と 表わされ hは fによって具体的に表わされる:

h(z)=―w′(z,t)〔{Z(」二(f)金(ζ,tν)2+f(ζ,ζ))dζ〕。ここに,dw(z,t)はGree漁
differenti■ 1,t"は この微分の零点ですべて単純とし,も (f)は fに よって唯1つ に定まる定数

の組, L(z,u)は Szeg6核 の adjoint L― 核である.一般化された等周不等式が本質的な役割を

果す.

山 下  慎  二 (都 立大理 )Beurling― Tsujiの 定理 llt最良である

円板D:lzl<1で の中心 z∈ D,半 径 a∈ (o,+∞ )の非ユークリッ ド開円板をH(z,a)と する ;

H(z,+∞ )=D(Vz∈ D)で ある。 fは Dで 正則, H(z,a)の fに よる リーマノ像のユークリッ ド

面積をA(z,a)と 書くことにすれ|£ Beurling一 Tsujiの 定理 :A(0,+∞ )(=A(z,+"),

Vz∈ D)<+∞ ならば fは C:lzl=1上 対数容量零の集合を除いて至るところで有限な角極限を

持つ.こ の定理は次の意味で最良である.

定理.va,b∈ (0,+∞ ), af, A(z,a)<b(Vz∈ D), し かもfは C上の各点で有限な角極

限を持たない.

この定理は B10ch函 数の特徴づけによって得られる.

3 .小  林   忠 (東 工 大 理 )E n t i r e  f u n c t i b i s  w i t h  l i n e a r l y  d i s t r i b u t e d

va lues

任意のwに 対 して f(z)=wの 根がすべてある一直線上にのみ分布 している整函数 f(z)は指数函数

― - 1 - ―



となることが知られている.こ れに関連 して次の結果を報告する.

定理 。 f(z)は劣位数有限な超越整函数で, f(z)=1の 根は Re Z=1, f(z)=0の 根は, Re

Z=0に のみ分布 しているとする.こ の時 f(z)はある特殊な多項式 P(t)を もって

f(z)=P(exp Az)

となる.

。占 部  博  信 (京 都教育大 )A charac t  e r iza t  ion  o f  en t i re  . func t ions

entire function of onder less tbn onoqilieh are periodic md a mnconstant

定数 bキ 0に 対 して整函数の族G(b)を 次のように定義する。G(b)={f(z)=h(z)+Ⅱ (z)IH(z),

h(z)は 非定数整函数t Hfz+b)=H(z)か つ位数ρ(D<1}.こ のとき次の事実が成立する.:

定理 fj(F)∈G(bj)と し, fj(z)(j=1,2)の
〒

点の集合が位数を込めて一致 したと仮定すれ|£

ある定数 Cキ 0が 存在 して, fl(Z)=C f2(Z)で あり,従 って blん2は有理数である:こ の定理の系

として'■ (Z)を bj(キ 0)を 周期とする著定数周期整函数とするとき
■

(Z)(j=1,2)の 不動点

の集合が位数を込めて一致すれ|£ 必然的に ■(z)=R(Z)で あり, b/b2は 有理数でなければなら

ぬことがわかる.こ れらの結果の証明は Borel型 の unicity theoremを 利用 してなされる。

5。加 藤  正  公 (静岡大教養 )函数系に関する二 ,三の注意

f=(f。,fl,…二・fn)をlzl<∞でのtransCendentalな函数系とし, fpを″(p)(=(群1))

][IT政聾身ズメIllJ窮■1‐』
…<ち≦n)言成知こ持つ∵敵系"と,
,Fを general positionに ある内積 (Ap,

fつの集合とする.ここでは,ノの元(イ,fp)をイと表わすこ|にし,λ(respo λp)をfO,
…… ,fn(resp.,pの 成分 )の 間9-次

独立な一次甲係の最大個数 とする.こ の |き , λ
pの

あぅ

性質を用いて得た,次 の結果 とこれに関連する結果について報告する.

鯉 . f pは 非定数, p > k ( k≧ 0 ,整 数 ) ,ノ ⊃ 〔ヾ イム
D ~ p - 3 - k“ L

l ) {イ
】径Pの 中の任意? p + 1個 が一次独立,

のδC(両)モ「δ(■)>″0(j=1,_′0_p-3-k),
→ |)λ

p=〃
(D― p-2 3 D〔 イ 〕燿霊

)∋
ヾ。

跳Lく
,べ 次D+1'∴

… '場
(D一r34

が比例関係にある.
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こ,711[二
(二 重大教青 )・ 戸

,:茂

(名

,7養 17T型

曲
督

の特性関数に

る第二主要定理 :Ъ o ) + {Ъ 1 0 ) ~ 2Ъ O ) + T P _ 1 0 )〕 =〔
ち

( r )〕
1 ( p = 1 ,…

。, n - 1 )に お

いて,一 般に

「2名
〆
r)≦K log Tp(r)+o(1)(k>1,厳 ,r∈E)こ こに,E:openか つ 。チ

・
d log r<+oo」

が成立している.ま た,AhifOrsに よれヤ£ TP(r)の階数は皆等しい.こ れに対」 ここでは次の

結果といくつかの応用について報告する.

定理 1。Cの 階数が有限なら:£ すべての rに対して

2ち(r)≦K10g γr)+°(やgF)+O(1).
定理2.Ъ(r)の10wer orderは皆等しい.

7 伊  藤  順  ― (中 部工 大 )o n  t h e

n i c  f u n c t i O n s  O f  f i n i t e  1 0 w e l

函数 u(z)は劣調和函数であって,M(r)=max
l z l 可

m a x i m u m  m o d u l u s  o f  s u b h a r m o -

r  o r d e r

u ( z ) '  m ( r ) : . i q f  u ( z )  t i 6 t t ,  H e i n s
lrl:,

の定理を拡張して,

lim sup r亀√(r)
I' __+OO

tcti t-, fG>

P r o c .  A m e r .  M a t h .  S o c . g ( 1 g S g )  t : i ; V r t ,  t - O ( p ( f

( - ,  L .e)  ;  I  im sup f "  , - ' -o  { - ( r )  e inpx -  o  fG)cospt r
‐rl'r2~→ °° rl

=μ (lz l < r ) ,μ (e)は, B o  s e t  e上の正の分布, とか ら8):

にて,a);

}dr<0,

t;9, eM(r) ii

存在する.」 を得た.そ の後 KjeHbbrgが Mathe Stand 8(196o)に おし、て, Httynianの

予想を解いて,「a)′;lim inf r~δM(r)<蕊と④;m(r)<co8 πρ M(1)とから0)を葎た:

Ander80nはQuarte Jo Math 16(1965)において,「a)′と②′;lim sup∫2r~1~ρ
r l ' r 2 ~ )° ° rl

(m(r)一co8ρπM(r))dr≦ 0とからf31を得た」今回は 「C)′のもと,0と 0)′とは ёquivalent

である」という結果を証明する.

I Valiron,3oasの 定理の拡張として,Matho Analo Appl。 5(1962)に おいて負の実軸

上の Bo set eに のみ Щぃs分 布をもつ劣調和函数の genus qの Co Pcに ついて, equi―

valentな 4条件を得た.今回は 「分布が軸上に限られた劣調和函数において上記の cquivalent

な4条件が存在する」ことを証明する.Iあ Kje Hbergの 結果は, Duke Matho J。(1964)
にて, Edreiに よって有理型函数にまで拡げて考察されている.しかし「劣調和函数について上
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記の equiValent性 が保たれるかどうか」という問題はなお残る.

8。 小林昇治 (東 工大理 )・ 吹田信之 (東 工大理 )On s u b o r d i n a t i o n  o f

s u b h a r m o n i c  f u n c t i o n s

Rj(j=1,2)蕉Riemann面, πj:D={lzl<1}→
RjをそのuniVersal covering

する.と:こ:(:∫:Tlit:I:rifi:IIIllilし11)、lFt襲illl12:fICfii_
lytic ttapと する.

定理 1。 次は同値 .1)全 。φ=fむ ,Vf∈ s+(R2)° 2)Eψ ∈ゴ■ D),lψ l=la.eo on

∂D,φ Oπl=π2°ψ・ 3)φ はHeinsの 意味で type Bl。

定理2.次 は同値。1)↑Oφ=(し ,Vf∈ s(R2)° つ 区ψ∈ピ
°
(D)。》 ∈Dに対し,(ψ

一

α)/(1-″ ψ)は Blaschke積 , φOπl=π2°ψ° 3)φ はHeinsの 意味で type Bll・

これ らは J.V.Ryffに よる Hp nOrmの 等号条件についての結果の一般化である.

9。 酒 井   良 (広 島大理 )劣 調和関数のみたす不等式 とその応用

νはz一平面上の2次元 Lebesgue■ljttmに関するLl関数で,原 点0を含むある領域Dtt a.e.

:i:        ::::I二:11ニ
テ:)hll:主」はよ∫il」重ri『

た
1では同じ仮定のもとで∫ sνdm≦

tsdmヵ

ますべ

ての∠上の劣調和なLl関 数 sに対 して成 り立つことを報告する.応 用 として, exactな BergIIlan

metricの 曲率が-4以 下であることを示す (吹 田の予想, 1972).等 号のおきる場合について

も述べる.

■0。 田 中   博 (北 大理 )リ ーマン面上でのLebeの 定理 について

Rを リーマン面とし, dを 倉持容量から定義される距離函数とする.〃1,′2を点 aか ら出る正旱Jな

Green曲 線で, d(′1,〃2)>° となるものとする.{q計 をRの 孤の列で理
甲
境界へ収束し

1か

つ
た ∩%｀ φ(k=12;n=1,2,‐

……)とする。 fは R上 の正則函数で max{lf(Z)一 WI;Z∈ Cn}

→ 0(n→ ∞ )を満すとする。このとき,も しwが fの Beur lingの意味での Ordinary p9int

ならば, f≡ Wで ある.

-4-



11.倉  持  善 治郎 (北大理 )特異点の近傍での解析函数

Riemann ttR上 にα一Martin(α =K或 はN)位 相があるとする.pを α― sing.な 点, G
|   を pの fine近 傍とするとき,G上 にはα=Kな らl£ 有界正則函数はないし, α〒Nで第1種,第

1   2種 でも類似の事実が成立するが, pが singeな点でないときも似た現象が起きるep∈ ZF―∠ξ

■
→ p, L閉 集合, v(L)上 の (lf(z)|≦ 1)或 は

、 (f(Z))≦ 1な らば
、

上の f(z)の 振動を      |

1   0s(f(z))を亀で表わすとき

1  高 量生 =∞

但し、は {K(z,p)=r〕と{K(z,p)=αr〕の間にあるものとする。
①が成立するとき、 を特異集合ということにするこの様なことはRが 平面領域のときにはない,又

これはf(z):がz→ pの ときの過剰収束の条件である.

1   1)Gが pの fine近 傍でGが
、

の特異性をある程庫体存 じ 扇 面 K、 (z,p)>'な らl£ G∈

|     %B_の ようなことは N―Martin位 相でもある程度成立する.

2)pが 特異点ならばち この様なLは 存在する.こ の意味で
-1)は

Sinご。な点の場合の定理の拡張

である.

3)こ の様な、 と点Pの実例は平面領域の dOubleで 作ることができる.

■2。 中 井  三  留 (名 工 大 )強 Pi c a r d原 理

Pを ρ :0<l zl<1上 の密度 (即 ちPは 0<lzl<1上 の非負局所 mH der連 続函数 )とする。

0上 ′u=Puの 任意の正解uヵlu(z)=0(log「
齢

)(Z→ 0)を 満星する時, Pに 対して強 Pi―

CaFd原 理が成り立つと言う.先 づ Picard原 理 (z=0の P楕 円次元 1)と の関係は言葉通り

|    “ 強 Picard原 理→Picard原 理
"で

あることを注意し,?い c “ Pに 対して強 Picardが 成

|    り 立つ必要十分条件は

|

|     も一E(Z)1°gttdxdy<+∞
|
|    と なる様な z=0に おいて thinで あるρの閉集合 Eが 存在す ることである

"こ
とを報告する.

|
|

|

(1)



■3.川  村  道  彦 (福 井大教育 )Pic a r d原 理 についての二注意

P(z)をρ:0<lzl<1上 の密度(D:0<I ZI≦ 1上の非負局所H61der連 続函数 )とする.

万程式 Zu=Puの lzl=1で 境界値0をもつρ上の正解の生成系が唯一つのときPに対してPicard

原理が成 り立つという。Pが P(z)=P(lzl)を 満すときは Nakaiに よりP(z)=0(|″ 12)な らば

Picard原 理が成 り立つことが知られている.こ こでは,強 い条件P(z)=P(I ZI)を 除去 した一般

の密度についても上の事が成り立つことを報告する :P(z)=0(IZI… ?)な らば PiCard原 理が成 り

立つ.そ の一般化についても述べる.

1 4。 小  川   亘 (北 大 理 )P O i s s O n積 分 表示 で き る調和 甲数 につい ての一 条件

双曲的リーマン面R上 の調和関数hが Dirichlet積 分有限なら,こ れを普遍被覆面 lzl<1上 で

考えるとき, P6isson積分表示できることが知られている.この条件を

DR(min(M,い|))≦%〆M

a )1拒nf‰
=0

と変えても同じことが言える.∂ゝ∩{h>M}で M,そ の他の∂Lで 0としたL上
の調和関数

MW・
Iと

し,MWM=MWM(n→ ∞)でMWMを 決める。そうすると,a)か らMWM(M>0)が 0

に収束する部分列をもつことがわかり, 1が qu五こi―boundedで あることが言えるため.

■5 伊 藤 正 之 (名大理)F.上の島ht核の分解について

ず をn次乖 Eu c l i d牢間,S n = { - 1 , 0 , 1 } 1と す0・ Snのσ
下,(σl'σ2'…

… 'つ 午下
して'

%={(Xl'“
… 'L)∈Rn;sgn xk=%〕(ただし'sgn t=0⇔t=0)とする.疇nt合

成核を考える時, Ć]町で 0と なる Hunt合 成核は, divisiOn,multiplicationを 考える上で

大変便利である:先 ず,Rn上 の nlnt合 成核Nが 与えられた時,次 の性質(|),0)を持つ Hunt合 成

核の族 (現ρ
σ∈

ゝ
が定数倍を除き,只 1つ膏在することを報告する.

0)｀し∈ Snに対して, NみはCちで0となる.

0)N=σLs町
であるc

この考察から, di V i s i b l e  c o n v e X  C O n eの 取 り扱いが容易になるとともに,合 成核がいつ
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I I u n  t核になるかの十分条件を与えることも出来る.

尚同様の取 り扱いが R n× 藤 上の 恥 就 合成核に対 しても可能である.

■6′ 黒 川隆英 (鹿 児 島大教 養 ),水 田義 弘 (広 島大 理 )ボ テ ンシ ャルの無 限 遠

点 に お け る or d e rに つ い て

ポテノシャルは無限遠点においてある意味で0に なるような性質を持っている。ここでのLI的は,

どのように0に なるかを調べることである.Rnを n次 元ユークリッド空間とし, 0<α <nに 対し,

正の測度μのα次の Riesz pOtentialを Iず,μ が密度 fを持つときは, 」 とriく.BOrel

set Eの αtt Riesz capacity%(Dは 次のように定義される.%(E)=sup{μ σ町 ;supp

μ⊂E,切К⇒≦l on supp μ}.また1<p<∞に対し,Gをopen setとして(し,p(E;G)

ir:iう二〒11∴ぷ1:11F∫111蹴i』:iち
'パ
ξLt二椰槙1賞11:

また∞において(α,p)一thinでぁるというのは,直ち,p(2~卜■;り<+∞ということとする.
ここで

ヽ
={X∈ E,2k≦ lxl<2k・

ll,86={IXI<6}で
ある.ポ テ /シ ャルは無限遠点におい

て次のように 0に 収束する。

定理■.α<β≦n,∫(1+lyl)β
~'dμ

(y)<+00なら:£∞においてα_tili nであるBOrel

set Eが 存在 し lim l*lF* uf(*)={胎)α
<:≦16

理2.α<fttl'サ|百Jヂ‐
B o r e l  s e t  Eが 存在 し, lim

x C E C , l x卜 ∞

鴬考Fお iTT中
て`争ギ

品nドタ'

17:山  本
‐
裕 隆 (嵩斯大連)Klif一三uH:tts lとらぃそ

Eを RN内 の iノ パク ト集合, GlまEを 含む者限領域 とする.G一 E内 の p―pFeCiSe関 数 uで ,

∫ |▽ u l p - 2 (▽ u ,▽ 9 ) d X - 0が Eの ある近傍で |▽列 = 0ち らヽ (ボk oに 属する任意の

9に 対 して成立するようなものをKノ (G― E)で 表わす.

関数族KDpに対して除去可能なEの集まりを戦Dpで表わす。このとき,次の結果がいえる.

0)。LcIoHedbergが Arko Mat。 12(1974)で 考察 した関数族 FDpに 対 して除去可能なEの

集まりをNFDpで 表わす.p≧ 2の とき, E∈
ドKDp=E∈

NFI)q(q=p/(p-1)).

② .Dは Eを 含む非有界領域で互いに素かつコノパク トな境界成分 a。,αlを もつものとする。E∈

NKD2=全 ての Dに 対 して, αOと
α
lを D― E内 で結ぶ曲線族の 2次 の極値的距離 |, α。とα

l

をD― Eの Ker6kj6rt`二stOT10wコ /パクト化内で結ぶ曲線族の2次の極値的距離は等しい
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■8.石  田   久 (京 都産大理 )De f o m n t i o n s  a n d  t y p e s  o f  s c t t  R i m a n n

surfaces of infinite genus

双曲型リーマン面Rの一点z。からでるregular Green lineで角度0<α ,β<2π をもつも

のの間のR一K。(K。はz。中心の閉円板)でのe=tremal dibtanceをλ(α,β)とし,その債分

平均をδ(z。)=δ =ル
 』

「λ(α,β)dα dβと表ibすと, 「R C OHD~°Gと
δ=0は 同f直」.

reqularな リーマン面Rを Green lineに 沿って cutじ radial slit regionを つくる.

81itSの seWingに よってRと 等角同値な面ができる。 slitsを parameter tに よって ra―

dialに 動かすことで,Rめ d efornLationを得る.各 時刻 tでの面R(t)で もδ(z。,R(t))=δ

(t)を構成すると 「δ(t)は上半連続」.時 刻 t。を境として面の typeが 変わるとき, δ(t)は連続

にも,不 連続にも動きうる.

1 9。 赤 座  暢 (金 沢大 理 )・ 古 沢 治 司 (金 沢女 子 短大 )H a u s d o r f f  d i mびn s i o n

and Poincar6 dimensiOn for the Schottky cusp

{Hi,Hr理 二 なる2p個 (p≧ 2)の 互に素な円群でかこまれた基本領域をもつ Schottky ttG

全体からなる空間を Classical Schottky space Sと い う。Sの 境界群の中に cus,と よばれ

る生成元の中に parabolicな 元をふくむ群♂ がある.前 回の講演では唯下つの parabolicな 生

成元の場合を扱ったが,今 回は少くも1つの loxodromicな 生成元をもつ一般の cuspの 場合にそ

の limit set Eの HausdOrff次 元 d(E)と Poincar`次 元 P(♂ )の間にも,前 回同様d(E)≦

P(ご )/2な る関係の成立する事について述がる。

".佐 々木 武  彦 (山形大教育 )第一種の residual limit pointsについて

Gを 有限生成 Klein群 とし4C)を その residual limit setと する。4(0は 萎
一種と第

二種に分け られ夫々Ll(0,L2(° と書かれる。この講演では LlC)に ?い て得た結果を報告する。

定理 Gを 有限生成 Klein群 としrをGの元とする.も しγが一つの不動点をLl(0に もてばr

は elliptiCか loxodromicである。更にγが enipticの ときにはrと不動点を共有する

10xOdromicな元が存在する.

証明には補助領域を用いるがLメ0の 点を特徴づける次の補題が基本的である.

補題 p∈ Ll(0,qキ pとする.す ると次の性質をもつGの 成分1元 の組の列 {(4,δ n)}が

存在する。%=D(4,q)|お くと, |)p∈、 1)ヽ⊃■+1 lD δメ■)=%・

更|=L20=φ なる群についても言及する.
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21 佐 官  謙  ― (阪 市大理 )K10in群 の quasi―stabilityに っぃて

Mを Mbbius変 換群,M(G)を 有限生成 Klein tt G=<rl,r2'… … 'rkyに 関する Beltra―
mi cOefficientsか らなる空間, Gの擬等角変形の全体を Homqc(G,M)で ぁらわす.χ ⊂
Homqc(G,M)を静 の点(χ(γl),χ(γ2)'…

… 'χ(ri))と考える.canOnical h01。11。「phic
SIrjeCtiln° :MXM(G)→ IIOIIlqC(G,M)を 考え,M(G)の 0の 任意の開近傍 Nに 対 しMkの

(γl'r2'…
… 'rk)の 開近傍Uで ,u∩ HO、

c(G,M)⊂ φ(MxN)を みたすものが存在すると

きGは quasi― stableで あるとい う.「 すべての有限生成 Klein群 は quasi― stableで ある.|
とい う Bersの 予想に関 し, Kruskal′ (soviet Matho DOkl.15(1974),822-825)は

肯定的に答えたが,その判読は難しい.ここでは, Ber s,Maskit,Garbincr―Kra等の諸結果
にてらして, quasi_stableな群のもついくつかの性軍をひきだし, B―groupは quasi―sta一
bleであること等を示したい.

層U

佐 々木 武  彦 (山 形大教育 )有 限生成 Klei n群 の res i d u a l  l i m i t  s e tと牛

成元の集合

Gを Klein群 とし,(c),Иc)で それぞれGの不連続領域, limit setを表わす。ρ(G)の成
分をGの 成分 といい一般に′で表わす。■魁理erの 本に

生
∪∂′ と書かれてい

.る
が, 1971

年に AbikOffに よってИc)＼ 、∪∂Zキ φなる群が発見されこの集合は residual limit set

И。(G)と 名付けられた 。この講演では FCSidual limit setが 生成元の集合にとって重要であ
ることをい う次の定理について述べる.

主定理 G:有 限生成Klein群 , S:Gの 有限な生成元の集合。9が関数群でも quasi―「u clls
群のz2~eXtensiOnで もなければStま次の性質をもつ生成元の集合SOに変えれる.    :

i)S。 の各元はGの residual limit setに 不動点をもつ 10xOdrOmicな 元である。

1)S。 の元の個数は Sの 元の個数を越えない.

主定理の証明には補助領域が使われるのでその説明をする.Gを 有限生成 Kl?i五 群 としZl,4

をGの 成分 とする.′ ∫の成分で 4を 含むものが存在する.そ れをZ「とする.ジ rCを ′1の 4に 関

する補助領域 と呼び D12または D(/1,∠
2)と 書 く.同 様に4の ∠1に 印する補助領域が定義され lD21

等と書 く.基 本的な性質として次のことが成 り立つ.

演講特
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l)■2⊃′1' D21⊃′2

1)∂ D12⊂ ο′1' ∂
D21⊂ ∂′2

m)D12∩D21=φ

lo ∂D12∩∂亀1=∂ ′1∩∂′2

これらの性質より二つの成分の位置関係は互に外部にある Jordan閉 曲線で囲まれた補助雷域間の

位置関係 と見なす ことが出来て視覚中
になる.ま た補助領域は二つより多くの成分の位置関係を見る

のにも有効である.補 助領域を用いて証明される次の二つの定理は主定理の証明に使われる.%=

{g∈G(gO)=′)とおく。
           。9年意な集合.→

И
《](レi)=i[11∂

∠i・
定理 G:有 限生成 Klein群 ,{Zil:Gの 成`

n≧ 3の ときは∩∂Ziは 高々2点 である.

も う
一 つ の 定 理 を 述 べ る 為 に rot a t i O n  o r d e rを 定 義 す る .rを Gの lo X O d r o I I L i  Cな 元 と し,

′をGの 成分としてγの不動点は∂Zに あるとする。γ
r∈

Gzと なる最小の正整数 Fを γのZに 関する

rOtation order と 呵Lド。

定理 G:有 限生成 Klein群 , γ :Gの loXOdi《micな 元, ′1,/2:Gの
成分.rの 不動点が

∂′1∩∂Z2に あればγの′1に関する rotation orderと Z:に 関する rotation ordeFは 等し

い .

さて,主 定理の証明は三段階に分けて行なわれるが補助領域が用い られる第二段階について説明を

行 う.

第二段階 :与 えられた loxOdromicな 元げか りからなる生成元の集合をその元の個数をふやさず

に少くとも一つ4(0に 不動点をもう元を含● 16文odromiCな 元ばか りからなる生成元の集合に変

えること.

この為には二つの loXodFOmiCな 元からИOCGpに不動点をもつ 10XOdromiCな 元を作る必要が

ありその構成法を与えるのが本の補題である.

補題 ri,γj:Gの
lox o d r o m i cな元で

奮
動点を共有しない.まヽそれらの4つの不動点は4

0に はなぃ.す ると次のいづれか力まいえるとri芍 が 4⑥
に不動点をもう 10XOdrcblllliCな元に

なる整数mが 存在する.

i) ri,γjの
4つの不動点金てを境界にも

F》
(liFl::;iLち

に関する :otati。1 。Fderは 1よ
‖)ri lネ動点が境界にのらている成分を′2

り大でかつD(′,riυ))に γ
jの

不動点がある。

m)′ は1)と同じものとする.riの イに関する rotation

- 1 0 -

ordeFは 2よ り大でγ
jの

不動点は



∂D(′,ri(Z))にある.

この補題にひっかからない場合を吟味することにより第二段階の証明が完了する.

〔1〕 W.AbikOff,Ann Of Math. Studies,66(1971),1-5。

〔2〕 ___,Acta Math.,130(1973),127-144.

〔3〕 L . V o  A h l f b r s , A I I 1 6 r o  J o  M a t h。 , 8 6 ( 1 9 6 4 ) , 4 1 3 - 4 2 1 .

C4〕 Bo Maskit,Ann Of Math。,91(1970),607-639.

〔5〕 ____,Ann Of Matho studies,79(1974),349-367。

〔6〕Tc sasaki,TtthOku Mati.J。,28(1976),267-276.
|  〔7〕___,Ttthoku Math.J。,29(1977),427-437:

|  〔 8〕 ____, to appear in osaka Jo Math。

|
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22.1柴

4月 5日

雅 利 (京大理)有限型Riemann面からtOrusへの解析写像

ROを 種数 g(≧ 1)の 閉 Ri∝ m nn面 , Tを tOrusと する.RO上 にN(≧ 0)個 の異なる点 pl,

一‐̈ ,、 をとり,RN=RO一 {pl,…
…,pN〕 とお く・■ (RP,■ (り をRN'Tの 1次 元 Z係 数

homology群とする.N=0の 時,MoGerstenhaberの結果に対して,定理1。N≧ 1ならば,

任意の群準同型 η:■ (RNV→ ■ C)を 誘導する解析的な写像 fN:RN→ T力まつ
り

に存在す る.さ ら

に ρ:C→ Tを Tの読 1翅護瑚にとする時 ρ
~1°

f9pl,‐ …・・'pNで の挙動 (Laurent展 開の主要部)

も explicitに 表現で きる.ま た 定理 2。pl,‐
……,pNで の対数極を

っ
たない特異性 Sが ,あ る定

まった 2g個 の線型汎函数 Ll,……・'L2gに
甲

してLj(S)∈ Z(1<j<2g)を みたすならl£ R。(

従ってRN)がTを有限葉に被覆することと〆
1。fNが主要部Sをもつ解析写像fN:RN→ Tが存在す

ることとは同値.定 理 3。 η:■ (RND→ ■ (Dを ひきおこす解析的な fN:RN→ Tは ~般 に無限に

多く存在するがある正規化を行えば unique。

る意味で)uniqueに 対応せしめうる.

この結果を用いれば各ηに対してg個の複素数を(あ

2 3 0加  藤  崇  雄 (山 口大 文 理 )百 一h y p e r e l l i p t i c i t yに つ い て

genus gの c ol■lpaCt Riemann tt Sが τ
―hypereHipticで あるとは Sの involutiOn

Tが 存在 して S/CT>の g6nusが τ になることと定義するeS上 の di宙 sor Dに 対 し′(Dを 高

々Dに のみ poleを もつ S上 の有理型函数のつくる空間の次元とする。S上 の点Pで , gが 奇数で g

≧8τ+3の ときは〃(P『
1)=(g+1)/2-tt gが 偶数でg≧8g+6の ときは〃(P貯

1)=g/2

-g,を みたすものが存在すればSが憲―hyperellipticになることが予想される.g=0の とき

は Cliffordの 定理 (お よび Martensに よるその拡張 )に よって明らかに予想は正しい.本 講演

ではτ=1,2の ときに予想が正 しいことを報告する.ま た若干の関連 した問題を述べる.

2 4。 栗林 障 和 (中 央 大 理 工 )。 守 谷 良二 (立 正大 教 養 )・ 吉 田克 明  R i e m〕 n n

面の 自己 同型 につ い て

R i eIILann面の方程式が与えられたとき,そ の自己同型の数を定めることは一般には簡単ではない

ように思われる。本講演ではつぎの基本的補題を用いて種数3の自己同型を具体的に決定する手段を

-12-



示す.

補題.Rを 種数 g≧ 3の nOn― singu lar,non― hyperelliptic curveと する.ROを Rの

射影空間Pg lに おける canOnical Π 10delと する.Rの 自己同型をσとするとσはPg~1の 射影
変換をROに 制限 したものとして得 られる.

われわれの手段は nO■―hypereHipticな Riemann面 (種 数 3)の 方程式から canOnical

mOdelを 具体的に決定する.そ れを用いて全く初等的な演算で自己lllJ型を求める.

例a)ガ+ザlz4=。は96個,2)r+ザ+z4+,(ププ+プメ+z2プ)=0は24個,0)xゞ
+Y Z3+zf=0は 168個 .これらを3次の行列で示すことができる。

. 25。 水 本  久  夫 (広 島大総合科学 )リーマン多様体上の差分法

l    ⑬ 〕またはo〕で述べたリーマン面上の差分法の高次元リーマン多様体の場合への拡張。一般なリ
|   ― マノ多様体ではリーマン面の場合のように局所座標の変換による等角性と線分比不変性が成り立た
|   な いか ら,共 形的に平担なn次 元 リーマ ン多様体に制限 し, リーマ ン多様体の立方体分割および共役
|   な 立方体分割,複 合立方体分割を定義 し,そ の上に差分形式の自然拡張:滑 らかな拡張の概念を定義

|   す る (2次 元の場合は ⑬〕または o〕 参照 ).基 本定理 :差分形式の絶対 2乗 和ノルムに関 して,立
1  方

体分割の細分の列の上で調和差分形式の 自然拡張の列がノルム収束するとき,そ の差分形式の滑ら

かな拡張は, リーマ ン多様体上の調和微分形式にディリクレノルムに関 して,ノ ルム収束する.

2 6 .水  本  久  夫 (広 島大総 合科 学 )高 次 元 多 様体 上 の調 和差 分 形式

n次元多様体の多面体分割上に,調 和積分に関する de Rha■l―Koda ittaの理論に類似な,差 分

1   形 式の直交分解定理が得られることを述べる。n次 元多様体の多可体分割,共 律な多可体分鈍 (〔1〕      |

1   参 照 ),複 合多面体を導入 し, p次 元単体 (0≦ p≦ n), p階 差分形式,共 役差分形式,差 分形式       |

|   の 差分および余差分の概念を定義する。p階差分形式の和分公式が導びかれ,そ れから直交分解定理       |

|   が 得られる. い〕ではn=3の 場合について述べたが,今回の結果はその高次元の場合べの拡張:な       |

|   お , n=2の 場合については, 0〕または“〕を参照。参考文献:〔1〕P.AlexandrOff&H.        |

I   Hopf,Top010gy l(1935).〔 2〕B.Ecknlann,COIIIIrl.Math.Ⅱeivo 17(1945),         |

240-255。 〔3〕 ⅡoMiz uILO to,HirOshima Math. J。 3(1973),277-332.〔 4〕 水         |

本著,多様体上の差分法,教 育出版(1973).〔 5〕Ⅱ.Mi z uFFlo t o,K3dai Matho seni.Rёp.      |
2 7 ( 1 9 7 6 ) , 2 5 7 - 2 7 0 .                                      |
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27.藪  田  公  三 (京工繊大工短大部 )Szegb核 函数 と実部が正の正旱」函数

DをCnの中の境界が滑かな強擬凸領域, F={(Z,Z);Z∈ ∂Dl, A(D={Dで 正則, Dで連

続な函数の全体 )とする.こ のとき, Bergman核 函数と同じく,

定理1。 Dの Szeg6核 函数S(Z,ζ):DxD→ Cは ,5× D＼、Fまで連続に拡張されて, S(Z,

ζ)∈ C∞(5× D＼ F)で ある。とくにζ∈Dを とめるとS(Z,こ )∈ KD・

これを使って,こ の場合の HerglotZの 定理を得る.

定理 2。 a∈ Dと する. f(z)が Dで 正則,Rcf(z)>0な ための必要十分条件は, fが 次の形をし

ていることである.

f(z)= s(z,a)も
D〔

2S(z,こ )S(ζ
i3)~

)  au1gl  *  i lmf(a) '

」_

ここで νは∂D上 の非負測度で,か つ∫次こ)dν(ζ)=0 9∈ (ReA(助 )2(∂
D)°

286安  達  謙  三 (長崎大教育 )乗法的クザン問題について

Dを ♂ 一境界をもつCn内 の強凸領域とする.E.LoStout(1973)は 有界なデータをもつ乗法

的クザノ問題はD上で有界な解をもつことを示した.ヾ (D,(1≦ p≦∞)を D上の正則函数fで

(loξ lfl)pが調和優函数をもつものの全体, K助 をDで 正則で5で 連続な函数のつくる空間とす

ると, Np(D,(1<p≦ ∞ ), とK助 に対しても乗法的クザノ問題が解けることを示す.

29。西 原  賢 (九大理)ある種の無限次元複素多様体から可分Hilbert

空間の中へめ単射正則写像の存在について

X―を可分な複素 ヒルベル ト空開Hを 千デルとする複素多様体で次の条件 1),2)を満たすものとする.

1) Xヽは 第二可算公理を満たう.

2)Xは すべての点xと積多様体XXXの すがての点(Z,v)(Z≒ W)に対してXの近傍Цx),

Xか らHへ の正則写像 fx,X上 の正則函数 g(z,→ が存在 して次の条件 |),1)を 満たす.

i)fil ux)は ux)か らHの 中全の手員J同響な写像で' g(z,→ は g(z,→(Z)｀ g(z,→(→ を満

たす .

‖)xの すべての点 yに 対 して,ζ
ど授y)‖

fX(C)l<+∞ ,こ
と被 y)lg(Zう

→
(ζ)|<十 ∞が成 り立つ。

- 1 4 -

S(z,a)



n次 元 Stein多 様体, Hの 部分多様体およびH上 の擬凸領域等はその例である.上 のXに 対 して次

の定理が成 り立つ.

定理.1),2)を 満たす可分な無限次元複素 ヒルベル ト空間Hを モデルとする複素多様体Xの }li射で

iIFIIIle r s i Onを定義するようなHへ の正則写像が存在する。

3 0。 鈴木正昭 (富 山大理 )0東 川和夫 (富 山大理 )P2_ Dな る形の cOmp l e t e

hyperb01ic manif01dの 例

Dtt P2内 の代数曲線 とする.R.Br Ody一 M.L.Greenは , P2_D力 i cOniplete hyperb01ic

malifOldに なる例で, Dが nOn― singularで ある場合の最初のものとして次の結果を得ている.

d∈ ?Nと ε∈C_{0〕 に対 して, P2内 の代数曲線 囃 をぶ式で定義する.

イ+イ+4+ε(z6Zl)]+ε(zo z」チ=o。
“εが十分小のとき1は nOn_singulaFで ,そ のときd>50な らば P2_1は complete

hyperbOlic manifoldで ある." 本 講演では,戸 田先生の結果 (T3hOku Matho J。 ,23(

1971),289-299。 )を度えばd>30の ときの別証明が得られることを報告する.すなわち,

翻題 a)εヽ4,d≧ 30又は2)ε
2=2, d>14な

らばC→ プー
1な る非定数正員J写像は存在し

な い .

系tll ε2、4,d>30又は② ε2=2,d>14ならばイー1はcOrrlp1919,ylerbOlic ma_
n i f O l dで ある.

なぉ, “ε2キ7,4⇔ 1は nOn―singullr."が成立つ.

3■ 渡 辺 ′公 夫 (筑 波大数学系 )Brieskor■ 型特異点の有理性

xを z》 +z:1す :¨
¨
す z}=o(n≧ 2,pj≧ ')で 定義される orieskOrl型 |1曲 |と

する.

Xは 原点で孤立特異点を持つ.こ の講演では,j≧
。土

>1の ときに,Xが 原点で有理特異点を持つ

ことを示す.こ れは n=2,あ るいは, p。 =pl=‐ ……三 pnの ときは,既 に知 られた結果であった.

我々は Do Burnsに よって与えられた定理 「n次 元複素解析空FEI Yの孤車特暴点 yに 対 して, yの 近

傍Uと,U― {y}で定義された零とならない正則n―型式ωが存在するとき, yが有理特異点である

[[二 重詈薯:[[1111]]曇 ][li::[[i:1:[ilIIE独 自量:二 illll:

geneous多項式で定義された超曲面が孤立特異点xを持つときにも通用し,重みの総和をrとする

と「r>1な らxは有理特異点である.」も証明される.
-15-―



32.大  沢  健  夫 (京大数理研 )Wbakly l― Complete manifOldに っいて

Weakly l一 complete manifold X上 に positiveな line bundle π :B→ Xが あるとき,

次の消滅定理が知られている.

HP'q(X,B)=0,(p+q>dim X)。

この定理はある意味で Stein空 間上の解析的連接層に関する Cartanの 定理 Bと Hodge多 様

体上の pOsitive line bundleに 関するJ 平ヽ,中 野の消滅定理の拡張になつている.定 理の証

明の要点は weakly l― Complete manifoldに おいて Bの pOsitivityが Xの eXhaustiOn

functionの Levi formの 退化を補い,Cnの 強擬凸な領域と同様にある種の不等式が B値 (p,

o型 式の空間に対 して成立することであつた.■ の ideaと Ⅱ6rmandeiの 方法に従い筆者は中

野により予想されていた次の定理 を証明 した.定 理 :Weakly l― complete manifOld X上 の

l i n e  b u n d l e  B が X の c O I I l p a C t  S e t の 外 で p O S i t i V e な ら ,  d  i n ℃ ゴ
' q ( x , B ) 4 o O ( p + q

>dim X).

3 3。 赤 堀  隆  夫 (京 大数理研 )Th e  d e f O r m a t i O n  o f  S t r o n g l y

p s e u d o一 CO n v e x  d o l n a i n ,  I

Xを ,次 元が 3以 上の孤立特異点とする._9時 Xの 変形とX(Xの iesolutiOn)の 変形を比

較することは興味があることと考えられる.勿論L Riemenshneiderに よってXの変形の f amily

とXの変形の f alli l yが一致はしないことはわかつている.Xの versal familyは, Grauert,

I nvent.Math.15で その存在は証明されたが実の versal fanilyの存在は未解決であった.

この論文では,変形の問題が微分方程式の解の問題になることを説明します.

定理1.χ をComplex manifOld Yのstrongly pseudo―convex doIIminとする.こ

の時Xの変形の family(parameter spaceは Bとする)に対してuniqueに B′⊂Bを

parameter spaceとしてもつω(s)∈「(χ ,T′xo(T″ χ)す)が存在して

張αめ+R(∝0)T°'S∈r

を満たす.逆にω(s)がこのXの変形の familyをuniqueに決める.

3 4。 赤 堀  隆  夫 (京 大数理研

pseudo― oonvex dOILain,

T h e  d e f o r m a t i o n  o f  s t ' r o n g l Y

この論文では,Xの 変形の ver sal faIIlilyを構成す るための準備として∂Xの versal fa―

＞

Ⅱ
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IIli l yの構成をする(こ こでの versalと は,倉 西先生の DeformatiOns Of lsolated sin…

gularities and∂ b*で 定義された意味 ).こ のため少し bO urld a r yの変形について準備する.

∂Xは ,X内 の real cO―dimensiOn lの snbmanif01dだ から partiaHy cOll1lplex

structureと呼ばれるstructureがはいる。 ioe., °T″写CT∂X,sot。, 1)°T″∩。T″
=9 and f―dim(CT∂X/°T″o°7)=1,2)〔 Γ(°T″),「(°T″)〕⊂r(°T″).

この °
T〃 structureの 変形を考えるのだが,こ の変形の fa■li lyと次の微分方程式の4//の

faIIli lyが二対一の対応をなす.

(⇒暉ψ+R2°)+R3。)=0'9∈「価,T′①(°T″)*)。
ここで,CT∂ X=。 T〃o。 ア′

oFを fixし て T′=° T″oFと おいた .定 理 .analyticに

dependし た (⇒ の sOlutiOnの fa■li lyでかう倉西の意味で versalな ものが存在す る.

35 赤
.堀

 隆  夫 (京 大数理研 )The  d e f o r m a t i O n  O f  s t r O n g l y

p s e u d O― c O n v e x  d o m a i n ,  Ⅲ

この論文で str9ngly pseudO―cOnvex dOmainの versal fa■lil yの存在が bbundiry

の versal familyの 存在に還元されることを示す.す なわち微分方程式の解の問題に直したが,

実は, 奮 の,す なわち境界での cOnditiOnの 問題にしてそれがうまく解けることを示す./~卜`■、  ィ ′、

層lj
C>之

＼

鈴 木  昌  和 (九大工 )開代数曲面上の解析的な自己同型群について

1.F.Sakai〔 1〕によ り,一 般型の開代数多様体の解析的な自己同型は代数的な自己同型以外に

ない事が示 されている.我 々は先ず,曲 面の場合に限って,超 越的な解析的 自己同型が存在するのは

どの様な場合かをより詳 しく調べたい.以 下,木 塚 ・鈴木 ・西野の共同研究である.方 法は Sakai

氏 と異なり, Ahlfdr sの 被覆面の理論を応用する.

集積値集合.Mを 非特異閉代数曲面, Cを M上 のコ/パ クトな曲線で特異点は金て nOrmal cro―

ssingと し,(M,C)は 極小とする.即 ちCに 含まれる,又 はCと 交わらないM上 の ёxcびptiOn―

alな 曲線 %で ,デ
ト=じ /Cと Cの ご への像げ が上と同じ条件をみたすことはないとする。 f:∠

*

→Vを ノL(z∈ C10<lzl<1}か らV=M― Cへ
?正

則写像で, fの z≡oにおける集積値集合Sf(0)

の0「

%

演講特



がCと一致するとする.この時, Cは次のいずれかである.(Cの 既約成分をC。,Cl,…… ,%と す

る ).

(|) Cは 既約 nOn一 singular elliptic curve.

CI) Cは double pointを 1つ もう既約な rational curve.

以Ttt Ciは nOn― singular, ratiOnⅢ で,

OD(C。 ,Cl)=(q,c2)=…
…・=(%,Co)=1' i=0,j=qを 除く j一i≧ 2に 対 し(Ci,Cj)

=0。

l v l  q = 4 , ( C。 , C i ) = 1。

l v l  q = 3 , ( C。 , C i ) = 1 ,

o)q>5,(く)=(く)=(■1)=(1)=2,(%,C2)=(%'り=(%2'年1)=(%ノ

%)=1,2≦
i≦ q-3に 対 し(Ci,Ci+1)=1,`れ 以外の iヽjに対 し(Ci,Cj)=0。

00(C。 ,Cl)=(Cl,C2)=… ∵“=(C_1,%)〒 1'j~i≧ 2に 対 し(Ci,Cj)=0,

超趣的な自己同型をもつ師 。M,C,Vは 上 と同じとする。もしVの 解析的な自己同型 ψで, Cの 各

点で超越特異点をもつものが膏在すれば: Vは ,

C)R=閉 リー
ァ ノ面一

〔有限個の点 〕の上の, regular Fib?Fが Pl又 は eniptic curve

であるような COmpact curveの fami Hy(そ の上の解析的な自己同型は fiber preser宙 ng)

か.  、
・
C21 C2又 はCX(ず 又はげ XC*又 はそれを Zariski閉 集合 として含むか.

_③ C′上のVyに 関して4次のx,yの多項式 のリーマ/面をdesingulari seしたもの.

のいづれかに代数的に同型, となりそうであるが,ま だいくつか不明な点がある状態.(特 に3)の場

合は実際に起るだろうか ?)。

2。 C2の 解析的な自己同型が問題であるがこれはむずかしい.少 し話を変え,(C上 の)Affin

代数多様体 Vの代数的な自己同型の群 alg一Aut(つ を考えよう.

alg―Aut(つ 力ま連結な(有 限次元の )リ
ー群Gを 部分群としてもち,作 用9:GxVず V(9(g,X)

=メx),FG,x∈ V)が実解析的であるとすると,或る自然数mを取れ:£ Vか らOmの 中への(

C上 )代数的な1対1正則写像δと,Gか らGL(‐,C)への実解析的準同型μが存在し, δ(g(x))

=メg)(δ(X)),g∈G,x∈ V.従 って alg一Aut(つの有限次元部分リー群はGL(m,C)の 部分群

と考えてさしつかえない(〔3〕).

この事実を用いればt alg―Aut(Cl)の (実一或いは複素―)解析的な 1-paFameter部 分群

19tlt∈K'(K=R Or C),は
或るα∈alg―Aut(つによる変換 :9t→ ψt=α

。9to Flで次の

いづれかになる。(C2の 座標をX,ァとする)。

(く)=-1又は-2,`く)=-2,(i=1,2,3,4).
(く)-1,(く)=二、≧-2,i(1-ヵ)≦2.

L
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‖写il:目メi[賞」t)げ混:litti m∈轟.
さきの事実からこれを導くのには次の lenmaが 重要な役割を果す :♂ 内の non―singularで C

と同型な代数曲線はC2の 代数的な自己同型で座標軸にもってくることが出来る(9〕 )。

以上L3〕による。

3.さ てC2の解析的な自己向型の群に戻る.

anal―Aut(C2)が 複素乗法群C*を 部分群としてもち,そ のC2へ の作用が解析的ならば,C2の

解析的な自己同型αとm,n tt Zを適当にとることにより,(α OsOα l)(x,y)=(」 ゝ,sny), S

∈び ,(x,y)∈ C2,と なる (L3〕).

問題1。 C2内 の non―singular解 析的な曲線SがCと 同型ならばC2の解析的な変換αで,‐α

(S)=座標軸ごとなるものが存在するのではないか(Peschl,西 野 ).

問題 2.C2の 解析的な自己同型で両方の座標軸上の各点をfixす るものの群を Aut*(C2)と かく。

Aur(C2)の 有限次元部分 リー群でそのC2へ の作用が (実 ―或いは複素一 )解 析的であるもの。くら

いは決定出来ないものだろうか.

ヒ1〕 F.Sakai, Kodaira dimensions of complements Of diVisors. Analysis

a n d  A l g e b r a i c  G e o m e t r Y  (  1 9 7 7 ) .

L Z )  M . S u z u k i ,  p r o p r  i t t 6 , s  t o p o l o g i q u e s  d e s  p o l y n 6 ' m e s  d e  d e u x

c o m p l e x e s  e t  a u t o m o r p h i s m e  a l g d b r i q u e s  d e  I ' e s p a c e  C 2 .  J .

Japan (1974).

〔3〕  Sur leS Operations holoHlorphes du groupe additif CoΠ
LpleXe sur l'e,一

p a c e  d e  d e u x  v a r i a b l e s  c o I I l p l e x e s o  A n n o  s c i e n t o  E c o  N o r m o  S u p。
( 1 9

7 7 ) .

v a r  i a b l e s

M a  t h .  S o c .
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